
  
  
  

 
 
By Sati Hillyer, Technical Support Engineer, 4D, Inc.  
Technical Note 04-07 
 
（原題: 4D, iCal and Web Services） 
 
概要概要  
 
4D 2003では、Webサービスという強力な機能が統合され、4Dメソッドを遠隔地からコ
ールすることが可能になりました。デベロッパはどこからでもメンテナンスができる一方、
エンドユーザはカスタマイズされた機能性を味わうことができます。Webサービスはプラ
ットフォームおよび言語を問わないので、Windows、Macintoshどちらの環境で動作して
いるデータベースでも容易に導入することが可能です。 
 
iCal は、Apple 社の標準カレンダーソフトで、最新のバージョン（1.5.1）ではAppleScript
をコールできるようになりました。AppleScript は、様々な処理を実行することのできる
小さなプラグラムで、最新のバージョンでは Web サービスをサポートしています。Web
サービスを経由することによって iCal から 4Dのメソッドを実行することができます。 
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iCal が AppleScript を実行 

AppleScript が 
Web サービスをコール 

4D がメソッドを実行 



AppleAppleScriptScript  
 
人間の言葉に近い感覚のスクリプト言語である AppleScript は、タスクを自動的に実行す
ることができます。最新バージョンでは、HTTPプロトコルを通して SOAP通信をするこ
とができるようになりました。 
 
iCaliCal   
 
親しみやすいインタフェースを備えたカレンダーアプリケーションである iCal を活用す
れば、タスクを大幅に効率化また組織化できる可能性があります。iCal 自体はMacintosh
のアプリケーションですが、Web サービスを利用すれば、Windows で動作中の 4D とも
容易に通信することができます。 
 
バックアップをスケジュールするバックアップをスケジュールする  
 
たとえば、毎月の 1日と 15日の午後 9時に定期バックアップを実行したいとします。4th 
Dimension の場合、日付と時間を確認するようなメソッドを作成するしかありません。 
（バージョン 2003） 
 
4D Server ならば、時間ごと、日ごと、週ごと、月ごとのバックアップ設定はできますが、
毎月の1日と15日の午後9時というようなオプションは用意されていないのが現状です。 
 
そこで注目したいのがWebサービスです。まずバックアップを実行するメソッドを用意し、
Webサービスとして公開します。あとは毎月の 1日と 15日の午後 9時にこのサービスを
コールするAppleScript を実行するように iCal を設定すれば、望みの時刻にバックアップ
を実行することができます。 
 
バックアップメソッドを作成するバックアップメソッドを作成する  
 
4D backup プラグインをインストールし（バージョン 2003）、バックアップを実行するメ
ソッドを作成したら、プロパティでWebサービスとして提供、WSDLで公開する（任意）
のチェックボックスを有効にします。後者を有効にすると、サービスが他者に発見される
かもしれません。 
 



 
環境設定でWebサーバ（公開）、Webサービス（許可）の設定を有効にします。 
 
AppleScriptAppleScript を作成するを作成する  
 
バックアップメソッドが用意できたら、それを実行するためのAppleScript を作成します。 
 

 
 
 
 



スクリプトを実行するとバックアップメソッドがコールされるのを確認してください。 
 

 
 
iCaliCal をセットアップするをセットアップする  
 
iCal で新規イベントを作成します。開始日時、終了日時、繰り返しなどが設定できますの
で、必要に合わせて日程を組みます。肝心なのは次の点で、「アラーム」を「ファイルを開
く」に設定し、前述のスクリプトを指定します。これでスクリプトをスクジュールどおり
に実行するようになりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



クイックレポートクイックレポートをスケジュールするをスケジュールする  
 
次にクイックレポートをプリントアウトするタスクを考えてみましょう。サンプルデータ
ベースのテーブル[ReportTemplates]を開き、プロジェクトファイル（ウィザードで作成し
てファイル出力したもの）を読み込んでBLOBフィールドに保存します。続いてこのプロ
ジェクトのクイックレポートを出力するメソッドを作成し、Webサービスとして公開しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AppleScriptAppleScript を作成するを作成する  
 
レポートメソッドが用意できたら、それを実行するためのAppleScript を作成します。 
 

 



スクリプトを実行するとクイックレポートがプリントされるのを確認してください。 
 
iCaliCal をセットアップするをセットアップする  
 
iCal で新規イベントを作成します。スケジュールを設定し、バックアップのときと同じよ
うにアラームでスクリプトを指定します。これでクイックレポートをスクジュールどおり
にプリントするようになりました。 
 
メール配信をスケジュールするメール配信をスケジュールする  
 
最後にメール配信のタスクを考えてみましょう。クイックレポートの例に倣い、今度は
HTMLを出力先に指定して、売上報告のプロジェクトファイルを作成します。 
 

 
 
メールの配信には Internet Commands プラグインを使用します。サンプルでは、HTML
形式の本文と、クイックレポートから出力されるHTML形式のレポートファイルを添付で
配信するメソッドをwebサービスとして公開しています。 
 
注記: 
 
サンプルのテーブル[People]、sendReport メソッドにはダミーのデータが登録されていま
すので、送信テスト用に編集してください。 
 
AppleScriptAppleScript を作成するを作成する  
 
メール配信メソッドが用意できたら、それを実行するためのAppleScript を作成します。 
 



 
 
スクリプトを実行するとクイックレポートが実行され、結果がメール配信されます。iCal
を設定すれば、スケジュールに合わせてこのスクリプトをコールすることが可能です。 
 

 


